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1. 2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 198,159 8.6 19,512 7.3 21,584 4.9 14,741 1.4

2021年3月期 182,536 △8.5 18,191 △12.9 20,572 △8.7 14,544 △13.0

（注）包括利益 2022年3月期　　15,710百万円 （△20.1％） 2021年3月期　　19,667百万円 （55.0％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 224.41 223.81 6.9 6.5 9.8

2021年3月期 221.26 220.51 7.3 6.6 10.0

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 460百万円 2021年3月期 484百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 339,475 219,035 64.4 3,334.70

2021年3月期 322,139 208,290 64.5 3,160.46

（参考） 自己資本 2022年3月期 218,478百万円 2021年3月期 207,747百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 28,985 △31,567 759 29,157

2021年3月期 23,229 △25,402 1,473 30,366

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 33.00 ― 34.00 67.00 4,404 30.3 2.1

2022年3月期 ― 34.00 ― 35.00 69.00 4,531 30.7 2.1

2023年3月期(予想) ― 48.00 ― 48.00 96.00 40.1

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 102,000 7.8 10,200 10.1 11,000 10.5 7,300 11.6 111.42

通期 215,000 8.5 21,500 10.2 23,000 6.6 15,700 6.5 239.63



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、決算短信（添付資料１５ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 68,239,892 株 2021年3月期 68,239,892 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 2,723,278 株 2021年3月期 2,506,469 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 65,689,004 株 2021年3月期 65,733,467 株

（注）期末自己株式数及び期中平均自己株式数の算定上控除する自己株式数には、取締役を受益者とする信託が保有する当社株式
（2022年3月期末　26,900株）が含まれております。

（参考）個別業績の概要

2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 9,767 △19.9 8,101 △23.6 8,843 △18.6 8,425 △21.2

2021年3月期 12,197 10.8 10,601 9.8 10,864 9.1 10,693 3.6

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期 128.26 127.92

2021年3月期 162.69 162.14

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 214,252 123,712 57.6 1,884.78

2021年3月期 209,301 120,947 57.6 1,835.10

（参考） 自己資本 2022年3月期 123,484百万円 2021年3月期 120,627百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、実際の業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況 

（１） 当期の経営成績の概況 

  当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、一部持ち直しの動きが続い

ているものの、依然として厳しい状況で推移しました。その後、ワクチン接種が進捗したことにより新規感染者数

が減少し、経済活動の正常化への動きが見られましたが、社会・経済活動は本格的回復に至らず、景気の先行きは

不透明な状況が続くと見込まれます。 

物流業界におきましては、慢性的な人手不足、競争の激化に加え、燃料価格の高騰など、厳しい経営環境が続

いております。 

こうした状況の中、当社グループの当連結会計年度における売上高は、業務量の回復などにより 1,981 億 59 百

万円（前年同期比 8.6％増）となりました。 

営業利益につきましては、増収効果や業務の効率化などにより 195 億 12 百万円（前年同期比 7.3％増）となりま

した。 

経常利益につきましては、営業利益の増加に伴い 215 億 84 百万円（前年同期比 4.9％増）となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては 147 億 41 百万円（前年同期比 1.4％増）となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

運送事業 

貨物取扱量の回復などにより、売上高は 903 億 38 百万円（前年同期比 6.8％増）となりました。営業利益は、

燃料価格の高騰を受け、44 億 98 百万円（前年同期比 4.0％減）となりました。 

倉庫事業 

国内外で継続的に行ってきた倉庫の新増設の効果等により保管貨物量が増加し、売上高は 346 億円（前年同期

比 7.8％増）となりました。営業利益は、増収効果などにより 80 億 50 百万円（前年同期比 6.6％増）となりまし

た。 

梱包事業 

業務量の回復などにより、売上高は 443 億 63 百万円（前年同期比 10.5％増）となりました。営業利益は、人件

費や外注費等の増加などにより 23 億 54 百万円（前年同期比 0.5％減）となりました。 

テスト事業 

業務量の回復などにより、売上高は 218 億 63 百万円（前年同期比 6.8％増）となりました。営業利益は、増収

効果や業務の効率化などにより 37 億 39 百万円（前年同期比 33.1％増）となりました。 
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（２） 当期の財政状態に関する説明 

（資産） 

当連結会計年度末における流動資産は 746 億 55 百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億 13 百万円増加

いたしました。これは主に受取手形及び売掛金が 17 億 29 百万円増加した一方、現金及び預金が 11 億 72 百万

円、有価証券が４億 94 百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定資産は 2,648 億 19 百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ 172 億 22 百万円増加いたしました。これは主に群馬県太田市、埼玉県寄居町、

埼玉県朝霞市、千葉県印西市、新潟県新潟市、富山県高岡市、岐阜県可児市、愛知県瀬戸市、大阪府茨木市及

びタイ国に倉庫を取得、愛知県東海市、群馬県邑楽町及び茨城県古河市に事業所用地を取得、埼玉県和光市に

収益不動産を取得したことなどにより有形固定資産が 184 億円増加したことによるものであります。 この結

果、総資産は 3,394 億 75 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 173 億 36 百万円増加いたしました。 

 

（負債） 

当連結会計年度末における流動負債は 443 億 67 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 19 億１百万円減少

いたしました。これは主に営業外電子記録債務が 25 億 41 百万円、短期借入金が 20 億 20 百万円それぞれ減少

した一方、支払手形及び買掛金が 17 億 37 百万円、電子記録債務が６億 79 百万円それぞれ増加したことによる

ものであります。固定負債は 760 億 72 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 84 億 93 百万円増加いたしまし

た。これは主に設備資金を社債により 100 億円調達した一方、返済に伴い長期借入金が 18 億 23 百万円減少し

たことによるものであります。 

 この結果、負債合計は 1,204億 40百万円となり、前連結会計年度末に比べ 65億 91百万円増加いたしました。 

 

（純資産）  

当連結会計年度末における純資産は 2,190 億 35 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 107 億 44 百万円

増加いたしました。これは主に利益剰余金が 102 億９百万円増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は 64.4%（前連結会計年度末は 64.5%）となりました。 
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は 291 億 57 百万円となり、前連

結会計年度末に比べ 12 億８百万円減少しました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 289 億 85 百万円となり、前連結会計年度に比べ 57 億 55 百万円増加しまし

た。これは主に増加要因として固定資産除却損が 31 億 96 百万円、仕入債務の増減額によるキャッシュ・フ

ローが 25 億 84 百万円、その他の負債の増減額によるキャッシュ・フローが 19 億 53 百万円、減価償却費が

６億 73 百万円それぞれ増加し、減少要因としてリース資産解約益が 32 億 85 百万円発生したことによるもの

であります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は 315 億 67 百万円となり、前連結会計年度に比べ 61 億 64 百万円増加しまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出が 62 億 55 百万円増加したことによるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果増加した資金は７億 59 百万円となり、前連結会計年度に比べ７億 13 百万円減少しました。

これは主に自己株式の取得による支出が５億 73 百万円増加したことによるものであります。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 2019 年３月期 2020 年３月期 2021 年３月期 2022 年３月期 

自己資本比率（%） ６３．３ ６４．８ ６４．５ ６４．４ 

時価ベースの 

自己資本比率（%） 
５９．０ ４６．８ ４５．４ ３９．５ 

キャッシュ・フロー 

対有利子負債比率（%） 
１８８．０ ２０５．５ ２５６．５ ２２６．５ 

インタレスト・ 

カバレッジ・レシオ（倍） 
１４９．６ １３６．７ １１２．９ １３８．４ 

※ 自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ･フロー／利払い 

１．指標は、いずれも連結ベースの財務諸表により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

３．キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。 

４．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を対象 

としております。また、利払いについては、連結キャッシュ･フロー計算書の利息の支払額を使用してお 

ります。 
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（４）今後の見通し 

今後の見通しといたしましては、国内外において経済活動の再開により景気は回復基調で推移するも

のと見込まれますが、新型コロナウイルス感染の再拡大、慢性的な労働者不足や競争の激化などにより

当社を取り巻く環境は厳しい状況が続くものと思われます。 

このような状況の中、当社グループは 2020 年４月１日から３か年の経営計画として「第 12 次中期経

営計画（Challenge12）」を策定し、計画達成を目指してまいりました。しかしながら、当社グループを

取り巻くさまざまな経営環境の変化などにより、その最終年度である 2023 年３月期通期の連結業績予想

につきましては当初計画数値を見直し、売上高 2,150 億円、営業利益 215 億円、経常利益 230 億円、親

会社株主に帰属する当期純利益 157 億円といたしました。 

なお、上記の業績見通しは、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

   （５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

       当社は、連結配当性向 30％を目途として配当を実施することを基本方針としております。2022 年３月

期の期末配当は１株につき 35 円とし、中間配当と合わせた年間配当は 69 円となります。 

また、2023 年３月期から配当の基本方針について連結配当性向 40％を目途とするよう変更したため、

2023 年３月期の配当金につきましては１株につき年間 96 円（中間配当 48 円、期末配当 48 円）を予定

しております。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方  

   当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で

連結財務諸表を作成する方針であります。 

     なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応する方針であります。 
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 31,399 30,227

受取手形及び売掛金 33,380 35,110

電子記録債権 3,704 3,545

有価証券 951 456

原材料及び貯蔵品 408 531

その他 4,713 4,797

貸倒引当金 △15 △12

流動資産合計 74,542 74,655

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 197,057 215,176

減価償却累計額 △104,943 △111,952

建物及び構築物（純額） 92,114 103,224

機械装置及び運搬具 51,357 54,924

減価償却累計額 △43,059 △46,099

機械装置及び運搬具（純額） 8,298 8,825

工具、器具及び備品 8,622 9,353

減価償却累計額 △7,401 △8,030

工具、器具及び備品（純額） 1,220 1,323

土地 103,966 110,792

リース資産 551 541

減価償却累計額 △458 △361

リース資産（純額） 92 180

建設仮勘定 8,236 7,981

有形固定資産合計 213,928 232,328

無形固定資産 2,073 2,173

投資その他の資産

投資有価証券 22,191 20,911

長期貸付金 668 559

繰延税金資産 3,409 3,485

その他 5,399 5,390

貸倒引当金 △73 △29

投資その他の資産合計 31,595 30,317

固定資産合計 247,596 264,819

資産合計 322,139 339,475

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,799 11,537

電子記録債務 5,521 6,200

短期借入金 3,843 1,823

リース債務 67 85

未払法人税等 4,186 3,645

賞与引当金 3,785 3,977

役員賞与引当金 183 196

設備関係支払手形 242 489

営業外電子記録債務 6,470 3,929

その他 12,168 12,482

流動負債合計 46,269 44,367

固定負債

社債 40,000 50,000

長期借入金 15,033 13,210

リース債務 34 88

繰延税金負債 5,570 5,138

退職給付に係る負債 5,088 5,696

役員退職慰労引当金 395 435

その他 1,457 1,502

固定負債合計 67,579 76,072

負債合計 113,848 120,440

純資産の部

株主資本

資本金 11,316 11,316

資本剰余金 12,332 12,332

利益剰余金 180,131 190,340

自己株式 △6,187 △6,609

株主資本合計 197,593 207,380

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,295 9,621

為替換算調整勘定 △187 1,807

退職給付に係る調整累計額 46 △330

その他の包括利益累計額合計 10,154 11,098

新株予約権 320 227

非支配株主持分 222 328

純資産合計 208,290 219,035

負債純資産合計 322,139 339,475
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

売上高

運送収入 84,553 90,338

倉庫収入 32,083 34,600

梱包収入 40,136 44,363

その他の収入 25,763 28,856

売上高合計 182,536 198,159

売上原価

運送原価 75,767 81,220

倉庫原価 22,851 24,727

梱包原価 35,464 39,490

その他の原価 20,883 23,226

売上原価合計 154,966 168,665

売上総利益 27,569 29,493

販売費及び一般管理費

人件費 5,782 6,038

賞与引当金繰入額 394 395

役員賞与引当金繰入額 183 192

退職給付費用 124 106

役員退職慰労引当金繰入額 63 96

減価償却費 552 527

租税公課 1,276 1,325

旅費及び交通費 165 208

貸倒引当金繰入額 △1 △1

その他 1,601 1,882

販売費及び一般管理費合計 9,378 9,980

営業利益 18,191 19,512

営業外収益

受取利息 77 68

受取配当金 488 613

受取賃貸料 76 75

持分法による投資利益 484 460

為替差益 164 532

助成金収入 320 130

受取補償金 781 17

雑収入 386 494

営業外収益合計 2,780 2,392

営業外費用

支払利息 205 210

社債発行費 97 50

控除対象外消費税等 60 －

雑支出 34 59

営業外費用合計 398 320

経常利益 20,572 21,584

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 416 114

投資有価証券売却益 372 3

退職給付制度改定益 167 －

受取補償金 － 17

リース資産解約益 － 3,285

特別利益合計 956 3,421

特別損失

固定資産売却損 33 20

固定資産除却損 77 3,339

投資有価証券評価損 － 4

投資有価証券売却損 － 4

災害による損失 21 －

特別損失合計 131 3,368

税金等調整前当期純利益 21,397 21,637

法人税、住民税及び事業税 6,771 6,850

法人税等調整額 64 34

法人税等合計 6,836 6,884

当期純利益 14,560 14,752

非支配株主に帰属する当期純利益 16 11

親会社株主に帰属する当期純利益 14,544 14,741
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当期純利益 14,560 14,752

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,347 △674

為替換算調整勘定 1,332 1,894

退職給付に係る調整額 409 △376

持分法適用会社に対する持分相当額 17 114

その他の包括利益合計 5,106 958

包括利益 19,667 15,710

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 19,633 15,685

非支配株主に係る包括利益 33 25

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11,316 12,332 170,254 △6,186 187,716

当期変動額

剰余金の配当 △4,667 △4,667

親会社株主に帰属する
当期純利益

14,544 14,544

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

－

当期変動額合計 － － 9,877 △0 9,876

当期末残高 11,316 12,332 180,131 △6,187 197,593

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配
株主持分

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 6,948 △1,520 △363 5,064 320 194 193,296

当期変動額

剰余金の配当 △4,667

親会社株主に帰属する
当期純利益

14,544

自己株式の取得 △0

自己株式の処分

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

3,347 1,332 409 5,089 27 5,117

当期変動額合計 3,347 1,332 409 5,089 － 27 14,994

当期末残高 10,295 △187 46 10,154 320 222 208,290

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11,316 12,332 180,131 △6,187 197,593

当期変動額

剰余金の配当 △4,472 △4,472

親会社株主に帰属する
当期純利益

14,741 14,741

自己株式の取得 △639 △639

自己株式の処分 △59 217 158

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 10,209 △422 9,786

当期末残高 11,316 12,332 190,340 △6,609 207,380

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配
株主持分

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算調整
勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 10,295 △187 46 10,154 320 222 208,290

当期変動額

剰余金の配当 △4,472

親会社株主に帰属する
当期純利益

14,741

自己株式の取得 △639

自己株式の処分 158

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△674 1,995 △376 943 △92 106 957

当期変動額合計 △674 1,995 △376 943 △92 106 10,744

当期末残高 9,621 1,807 △330 11,098 227 328 219,035

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 21,397 21,637

減価償却費 10,630 11,237

賞与引当金の増減額（△は減少） 167 164

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29 9

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △47

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 452 104

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11 39

受取利息及び受取配当金 △566 △681

支払利息 205 210

持分法による投資損益（△は益） △484 △460

固定資産売却損益（△は益） △382 △96

固定資産除却損 77 3,273

リース資産解約益 － △3,285

投資有価証券売却損益（△は益） △372 0

売上債権の増減額（△は増加） △742 △718

その他の資産の増減額（△は増加） 759 814

仕入債務の増減額（△は減少） △167 2,416

その他の負債の増減額（△は減少） △968 985

その他 △544 △186

小計 29,447 35,419

利息及び配当金の受取額 764 1,176

利息の支払額 △205 △209

法人税等の支払額 △6,776 △7,401

営業活動によるキャッシュ・フロー 23,229 28,985

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △49,505 △1,081

定期預金の払戻による収入 49,215 1,162

有価証券の取得による支出 △701 △225

有価証券の売却及び償還による収入 877 1,066

有形固定資産の取得による支出 △25,985 △32,240

有形固定資産の売却による収入 762 160

無形固定資産の取得による支出 △394 △382

投資有価証券の取得による支出 △438 △140

投資有価証券の売却による収入 861 95

貸付けによる支出 △207 △125

貸付金の回収による収入 343 220

関係会社株式の取得による支出 △115 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △263

その他 △116 187

投資活動によるキャッシュ・フロー △25,402 △31,567

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 130 －

長期借入金の返済による支出 △3,869 △3,843

自己株式の取得による支出 △0 △573

社債の発行による収入 20,000 10,000

社債の償還による支出 △10,000 －

配当金の支払額 △4,667 △4,472

非支配株主への配当金の支払額 △5 △6

その他 △113 △344

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,473 759

現金及び現金同等物に係る換算差額 246 613

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △453 △1,208

現金及び現金同等物の期首残高 30,820 30,366

現金及び現金同等物の期末残高 30,366 29,157
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（5）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

(会計方針の変更) 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと

交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。 

 これにより、当社及び国内連結子会社は、主として貨物の運送開始時から貨物の到着又は受取人の検収までの貨物輸送サ

ービスの提供に伴って履行義務が充足されると判断し、収益を認識しております。 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期

首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第 86 項に定め

る方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取り扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識し

た契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。 

 この結果、当連結会計年度の売上高は 126 百万円減少し、売上原価は 80 百万円減少し、売上総利益、営業利益、経常利益、

及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ 45 百万円減少しております。なお、利益剰余金の期首残高に与える影響はありませ

ん。 

 さらに、収益認識会計基準第 89-３項に定める経過的な取り扱いに従って、前連結会計年度に係る顧客との契約から生じる

収益を分解した情報を記載していません。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19 項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第

10 号 2019 年７月４日）第 44-２項に定める経過的な取り扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、

将来にわたって適用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。 

 

（表示方法の変更） 

前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産

除却損」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、前

連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」に表示し

ていた「その他」△467 百万円は、「固定資産除却損」77 百万円、「その他」△544 百万円として組み替えております。 
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  （セグメント情報） 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配分の 

決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、提供するサービスの種類により「運送事業」、「倉庫事業」、「梱包事業」及び「テスト事業」の４つを報告 

セグメントとしております。 

「運送事業」は、四輪・二輪完成自動車及び自動車部品、住宅設備、農業用機械等の輸送を行っております。「倉庫事 

業」は、四輪・二輪完成自動車及び自動車部品、住宅設備、農業用機械等の保管を行っております。「梱包事業」は、流 

通加工、自動車部品等の納入代行、輸出梱包等を行っております。「テスト事業」は、四輪・二輪完成自動車及び自動車 

部品、農業用機械等のテストを行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と概ね同 

    一であります。報告セグメントの利益は営業利益であります。セグメント間取引は市場実勢価格に基づいております。 

３.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 前連結会計年度（自 2020 年４月１日 至 2021 年３月 31 日）                （単位：百万円）  

 

報告セグメント 
  その他 

  (注)１ 
  合計 

  調整額 

  (注)２ 

   

連結 

財務諸表 

計上額 運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業    計 

売上高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

 

84,553 

 

254 

 

 

32,083 

 

342 

 

 

40,136 

 

512 

 

 

20,463 

 

14 

         

 

177,236 

 

1,123 

 

 

5,300 

 

2,176 

 

 

182,536 

 

3,299 

 

 

－ 

 

△3,299 

 

 

182,536 

 

－ 

 

計 84,807 32,426 40,648 20,477 178,359 7,476 185,836 △3,299 182,536 

セグメント利益 4,686 7,549 2,365 2,809 17,411 921 18,332 △141 18,191 

  セグメント資産 99,985 106,183 53,773 17,534 277,476 43,349 320,825 1,314 322,139 

その他項目 

 減価償却費（注）３ 

 持分法適用会社への投資 

 額 

 有形固定資産及び無形固

定資産の増加額（注）３ 

        

2,986 

 

1,417 

 

 

6,651 

        

4,796 

 

－ 

 

 

10,574 

        

1,077 

 

174 

 

 

2,182 

        

1,130 

 

－ 

 

 

1,951 

        

9,991 

 

1,592 

 

 

21,361 

        

639 

 

1,054 

 

 

6,983 

        

10,630 

 

2,646 

 

 

28,344 

        

－ 

 

－ 

 

 

－ 

        

10,630 

 

2,646 

 

 

28,344 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含んで 

おります。 

２．セグメント利益の調整額△141 百万円は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額等であります。 

セグメント資産の調整額 1,314 百万円は、余資運用資金（定期預金等）、長期投資資金（投資有価証券）などであります。 

３. 「減価償却費」及び「有形固定資産及び無形固定資産の増加額」には、長期前払費用の償却額及び増加額が含まれてお 

ります。 
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当連結会計年度（自 2021 年４月１日 至 2022 年３月 31 日）                （単位：百万円）  

 

報告セグメント 
  その他 

  (注)１ 
  合計 

  調整額 

  (注)２ 

   

連結 

財務諸表 

計上額 運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業    計 

売上高 

自動車 

自動車部品 

住宅 

農機 

食品・飲料 

新聞・出版物 

その他 

         

24,801 

21,232 

15,547 

4,625 

1,459 

4,614 

18,057 

 

         

8,689 

9,509 

3,030 

1,520 

2,170 

0 

9,069 

 

         

17,668 

9,309 

7,837 

924 

617 

0 

8,005 

 

         

21,189 

556 

－ 

20 

－ 

－ 

97 

 

         

72,348 

40,609 

26,414 

7,091 

4,248 

4,615 

35,229 

 

         

972 

1,673 

156 

126 

55 

－ 

2,947 

 

         

73,321 

42,282 

26,571 

7,217 

4,303 

4,615 

38,177 

 

         

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

         

73,321 

42,282 

26,571 

7,217 

4,303 

4,615 

38,177 

 

顧客との契約から 

生じる収益 

90,338 

 

33,990 

 

44,363 

 

21,863 

 

190,556 

 

5,933 

 

196,490 

 

－ 

 

196,490 

 

その他の収益 

 

－ 

 

609 

 

－ 

 

－ 

 

609 

 

1,059 

 

1,669 

 

－ 

 

1,669 

 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

90,338 

313 

 

34,600 

285 

 

44,363 

403 

 

21,863 

26 

 

191,166 

1,028 

 

6,993 

2,603 

 

198,159 

3,632 

 

－ 

△3,632 

 

198,159 

－ 

 

計 90,652 34,886 44,766 21,890 192,195 9,596 201,791 △3,632 198,159 

セグメント利益 4,498 8,050 2,354 3,739 18,643 1,035 19,678 △165 19,512 

  セグメント資産 101,054 115,758 56,432 18,170 291,415 46,905 338,321 1,153 339,475 

その他項目 

 減価償却費（注）３ 

 持分法適用会社への投資 

 額 

 有形固定資産及び無形固

定資産の増加額（注）３ 

        

2,880 

 

1,536 

 

 

5,154 

        

5,412 

 

－ 

 

 

13,826 

        

1,033 

 

135 

 

 

2,802 

        

1,235 

 

－ 

 

 

1,477 

        

10,561 

 

1,672 

 

 

23,261 

        

676 

 

1,049 

 

 

5,019 

        

11,237 

 

2,722 

 

 

28,280 

        

－ 

 

－ 

 

 

－ 

        

11,237 

 

2,722 

 

 

28,280 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含んで 

おります。 

２．セグメント利益の調整額△165 百万円は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額等であります。 

セグメント資産の調整額 1,153 百万円は、余資運用資金（定期預金等）、長期投資資金（投資有価証券）などであります。 

３. 「減価償却費」及び「有形固定資産及び無形固定資産の増加額」には、長期前払費用の償却額及び増加額が含まれてお 

ります。 

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識基準等を適用し、収益認識に関する会計処

理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「運送事業」の売上高は１億３百万円減少し、セグメント利益

は 35 百万円減少しております。「梱包事業」の売上高は 19 百万円減少し、セグメント利益は９百万円減少しております。

「その他」の売上高は３百万円減少し、セグメント利益は０百万円減少しております。 

 

 

 

 

 

ニッコンホールディングス㈱（9072） 2022年３月期 決算短信

- 17 -



  

（１株当たり情報） 

前連結会計年度 

自 2020 年４月 １日 

至 2021 年３月 31 日 

当連結会計年度 

自 2021 年４月 １日 

至 2022 年３月 31 日 

１株当たり純資産額 

  

１株当たり当期純利益金額 

 

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額 

       3,160 円 46 銭     

 

       221 円 26 銭 
 

 

             220円 51銭 

１株当たり純資産額 

 

１株当たり当期純利益金額             

 

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額 

       3,334 円 70 銭     

 

       224 円 41 銭 
 

 

             223 円 81 銭 

（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

項目 

 

前連結会計年度 

自 2020 年４月 １日 

至 2021 年３月 31 日 

当連結会計年度 

自 2021 年４月 １日 

至 2022 年３月 31 日 

（１）１株当たり当期純利益金額   

 親会社株主に帰属する 

 当期純利益金額（百万円） 
14,544                          14,741                          

 普通株主に帰属しない金額（百万円） －                         －                         

 普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益金額（百万円） 
14,544                      14,741                        

 普通株式の期中平均株式数（千株） 65,733                          65,689                       

（２）潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益金額 
  

 親会社株主に帰属する 

当期純利益調整額（百万円） 
－                        －                        

 普通株式増加数（千株） 222  174   

 （内 新株予約権（千株）） （222）                       （174）                       

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額の算定に含まれな

かった潜在株式の概要 

－  －                        

 

（重要な後発事象） 

  該当事項はありません。 
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